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令和2年第2回定例会の予定　

≪皆様の声をお聞かせください≫
　議会だよりをより充実させるため、皆様からの
ご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局

６月 １日（月）

６月１０日（水）

６月１１日（木）

６月１２日（金）

６月１６日（火）

６月１７日（水）

６月１８日（木）

６月１９日（金）

６月２５日（木）

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

予算決算常任委員会

福祉教育常任委員会

建設常任委員会

総務常任委員会

鉄道連続立体交差事業等
検討特別委員会　　　　

本会議（最終日）

【請願書・陳情書の
提出について】
第２回定例会の審
査対象となる請願
書・陳情書の提出
期限は、５月２２日
(金)の午後５時 (予
定)です。詳しくは、
議会事務局までお
問い合わせくださ
い。
※新型コロナウイ

ルス感染拡大防止
の対応として、日程
が変更になる場合
がありますのでご了
承ください。
最新の情報は市
議会ホームページ、
または議会事務局ま
でご確認ください。

昨年度は改元や消費税増税等、社会的に大きな転換点がありました。議会だよりにお
きましても、１年間かけて内容、レイアウト、配色、表紙等ほぼ全てにリニューアルを
行ってまいりました。次号から議会だよりを作成する広報委員が変わりますが、今後も
市議会として開かれた議会の推進のため、より親しみやすく手に取っていただきやすい
広報誌を目指し、魅力的な紙面づくりを心がけてまいりますのでご期待ください。

北名古屋市議会だより vol.70

Sugiyama Miki
名古屋芸術大学 デザイン学科

2019年度 卒業制作

杉山 美紀

一粒のやきもの
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こ
う
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中
で
、大
切
だ
と

感
じ
た
の
は
、地
域
が
あ
た
た
か
い
気

持
ち
で
、子
ど
も
と
家
庭
を
見
守
り
、行

政
が
専
門
的
な
相
談
や
支
援
を
行
う
と

い
う
、行
政
と
地
域
に
よ
る
協
力
で
す
。

「
子
ど
も
を
社
会
全
体
で
守
り
育
て
る
」

と
い
う
意
識
が
広
が
る
よ
う
、市
議
会

は
今
後
も
児
童
虐
待
防
止
の
取
組
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

○電話で悩みを相談してください
・子育てコンシェルジュ（児童課）
℡0568-22-1111
・時間外電話相談（育児もしもしキャッチ）
℡0562-43-0555（火曜日から土曜日【祝日、年末年始を除
く】午後5時から9時まで）
○育児支援を利用しましょう
・産後ヘルパー派遣事業（保健センター）
℡0568-23-4000
・一時保育事業
℡0568-65-7160（はな保育室徳重駅前）
℡0568-22-1125（健康ドーム子育て支援センター）

対応方法が
分かってよかった

話してすっきりした

一人で頑張らず、
人に助けを求めて
いいと言われ、
気が楽になった

職員に「頑張って
きたんだね」と
言われて、
私頑張ってるんだと
分かった

・議会だよりでの連載特集
・懸垂幕の設置
・宣言文の設置
・のぼり旗の設置
・シンポジウムの開催
・チラシの配布

懸垂幕（西庁舎）チラシ配布（西春駅）

第１回定例会の結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４ Ｐｉｃｋｕｐ案件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ５
一般質問・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ６ 第２回定例会の予定、編集後記・・・・・・・・Ｐ１６

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

児童虐待防止シンポジウム
アンケート集計結果
令和元年11月９日に開催したシ

ンポジウムでアンケートを行い、
３０１名の方にご回答いただき
ました。
（入場者数４０３名、回答率７5％）
ご協力ありがとうございました。

Q．児童虐待防止法で令和２年４
月から「児童のしつけに際して
体罰を加えてはならない」と明
記されることをご存知でした
か？

無回答
8人

地域の目で守れる命、
傷つく心を守っていく大切さ、
大変さがよくわかった。

今後もしっかり見ていきたい

虐待は親だけの問題だけでなく、
社会全体がつくりあげたもの。
連鎖を止めるためにも、何が

できるか考えていきたいと思った

守るためにできる
具体的な方法について
もっと話しあえると
より良かったと思う

今まで知らなかったことを
知ることができ、テレビの中の
出来事だと思っていたことが、
身近なところで色々あり

ビックリした。
関係者の方々がとても熱心に
頑張ってみえたことに頭が下がる

議会が本気になって
しっかり取り組んでほしい。
パフォーマンスだけで
終わらせないでください

時間を超過しても
もっと聞きたかった

3 2議会だより Vol.70議会だより Vol.70
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Pickup

令和２年　　第１回定例会の結果
会期２７日間　２月２６日～３月２３日

今回の議案
条例の制定及び改正・・・・・・・・・・・・・１４件 新年度予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７件
補正予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６件 市道路線の認定及び廃止・・・・・・・・・１件
意見書（議員提案）・・・・・・・・・・・・・・・・・２件

全ての議案内容は、
北名古屋市ホームページの

「議案・請願とその審議結果」
をご覧ください。

本号では、色の付いている議案を
ピックアップし具体的にどう

変わるのかを（本ページ～P.6）に
掲載しております。

議案第1号 行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の一部改正に
伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

議案第2号 北名古屋市職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正について

議案第3号 北名古屋市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する
条例の一部改正について

議案第4号 北名古屋市統括参事の設置に関する条例の一部改正について

議案第5号 令和元年度北名古屋市一般会計補正予算（第６号）について

議案第6号 令和２年度北名古屋市一般会計予算について

議案第7号 令和２年度北名古屋市土地取得特別会計予算について

議案第8号 北名古屋市消防団条例の一部改正について

議案第9号 令和元年度北名古屋市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

議案第10号 令和２年度北名古屋市国民健康保険特別会計予算について

議案第11号 令和元年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

議案第12号 令和２年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計予算について

議案第13号 北名古屋市印鑑条例の一部改正について

議案第14号 北名古屋市手数料条例の一部改正について

議案第15号 北名古屋市国民健康保険税条例の一部改正について

議案第16号 北名古屋市医療費支給条例の一部改正について

議案第17号

議案第18号 令和２年度北名古屋市介護保険特別会計予算について

議案第19号 北名古屋市介護保険条例の一部改正について

議案第20号 令和元年度北名古屋市北名古屋沖村西部土地区画整理事業
特別会計補正予算（第２号）について

議案第21号 令和２年度北名古屋市北名古屋沖村西部土地区画整理事業
特別会計予算について

議案第22号 令和元年度北名古屋市公共下水道事業特別会計
補正予算（第２号）について

全員賛成
原案可決

賛成多数原案可決

全員賛成
原案可決

賛成多数原案可決

全員賛成原案可決

賛成多数原案可決

全員賛成
原案可決

賛成多数
原案可決

全員賛成
原案可決

議案第23号

全員賛成
原案可決

令和２年度北名古屋市下水道事業会計予算について

議案第24号 名古屋都市計画事業北名古屋沖村西部土地区画整理事業施行条例の
一部改正について

議案第25号 市道路線の認定及び廃止について

議案第26号 北名古屋市公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正について

議案第27号 北名古屋市運動広場等の設置及び管理に関する条例の一部改正について

議案第28号 令和元年度北名古屋市一般会計補正予算（第７号）について

議案第29号 新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書の提出について

議案第30号 子ども医療費助成制度の拡充等を求める意見書の提出について

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
意
見
書
を
、
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
に
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
ま
し

た
。
意
見
書
の
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

可決

Pickup

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

中華人民共和国湖北省武漢市で発生した新型コロナウイルスによ
る感染症は、国境を越えて拡大し、同国を中心に多数の患者や死者が
生じており、国際的な脅威となっている。
国において、国内への新型コロナウイルスの侵入を防ぐため、水際
対策の強化を図ってきたところであるが、各地で無症状病原体保有
者の発生による「市中感染」も報告されるなど、事態の収束が見えず、
状況は次の段階に入ってきている。
よって、国においては、国民の安全・安心を確保するとともに、不安
解消や感染の拡大防止と適切な診察を受けられるよう地方公共団体
と連携し、次の事項について措置を講じられるよう強く要望する。
１　国内における感染拡大防止のために、診察及び検査が適切に行
えるよう、遺伝子検査（ＰＣＲ法）体制の更なる強化・拡充を早急に
図ること。
２　ワクチンの開発・製造を早急に進めるとともに、治療法を速やか
に確立すること。
また、国の責任において、医療従事者に対し、新型コロナウイル
スへの対応等に関する研修を実施するとともに、マスク、防護服、
検査キット等の医療物資が不足することがないよう、必要量の確
保に努めること。
３　冷静に行動できるよう、国民、地方公共団体に対し、感染予防及
び治療体制等について、正しい情報を迅速に提供すること。
４　感染拡大や風評被害による地域経済、特に中小企業への経済的
影響を的確に把握し、国の責任のもと緊急の資金融資・補償等必要
な対策を講ずること。
５　地方公共団体の新型コロナウイルス感染症対策に対し、全面的
な財政支援を講ずること。

北名古屋市歯と口腔の健康づくり推進条例の制定について
くう
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Pickup

令和２年　　第１回定例会の結果
会期２７日間　２月２６日～３月２３日

今回の議案
条例の制定及び改正・・・・・・・・・・・・・１４件 新年度予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７件
補正予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６件 市道路線の認定及び廃止・・・・・・・・・１件
意見書（議員提案）・・・・・・・・・・・・・・・・・２件

全ての議案内容は、
北名古屋市ホームページの

「議案・請願とその審議結果」
をご覧ください。

本号では、色の付いている議案を
ピックアップし具体的にどう

変わるのかを（本ページ～P.6）に
掲載しております。

議案第1号 行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の一部改正に
伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

議案第2号 北名古屋市職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正について

議案第3号 北名古屋市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する
条例の一部改正について

議案第4号 北名古屋市統括参事の設置に関する条例の一部改正について

議案第5号 令和元年度北名古屋市一般会計補正予算（第６号）について

議案第6号 令和２年度北名古屋市一般会計予算について

議案第7号 令和２年度北名古屋市土地取得特別会計予算について

議案第8号 北名古屋市消防団条例の一部改正について

議案第9号 令和元年度北名古屋市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

議案第10号 令和２年度北名古屋市国民健康保険特別会計予算について

議案第11号 令和元年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

議案第12号 令和２年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計予算について

議案第13号 北名古屋市印鑑条例の一部改正について

議案第14号 北名古屋市手数料条例の一部改正について

議案第15号 北名古屋市国民健康保険税条例の一部改正について

議案第16号 北名古屋市医療費支給条例の一部改正について

議案第17号

議案第18号 令和２年度北名古屋市介護保険特別会計予算について

議案第19号 北名古屋市介護保険条例の一部改正について

議案第20号 令和元年度北名古屋市北名古屋沖村西部土地区画整理事業
特別会計補正予算（第２号）について

議案第21号 令和２年度北名古屋市北名古屋沖村西部土地区画整理事業
特別会計予算について

議案第22号 令和元年度北名古屋市公共下水道事業特別会計
補正予算（第２号）について

全員賛成
原案可決

賛成多数原案可決

全員賛成
原案可決

賛成多数原案可決

全員賛成原案可決

賛成多数原案可決

全員賛成
原案可決

賛成多数
原案可決

全員賛成
原案可決

議案第23号

全員賛成
原案可決

令和２年度北名古屋市下水道事業会計予算について

議案第24号 名古屋都市計画事業北名古屋沖村西部土地区画整理事業施行条例の
一部改正について

議案第25号 市道路線の認定及び廃止について

議案第26号 北名古屋市公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正について

議案第27号 北名古屋市運動広場等の設置及び管理に関する条例の一部改正について

議案第28号 令和元年度北名古屋市一般会計補正予算（第７号）について

議案第29号 新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書の提出について

議案第30号 子ども医療費助成制度の拡充等を求める意見書の提出について

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
意
見
書
を
、
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
に
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
ま
し

た
。
意
見
書
の
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

可決

Pickup

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

中華人民共和国湖北省武漢市で発生した新型コロナウイルスによ
る感染症は、国境を越えて拡大し、同国を中心に多数の患者や死者が
生じており、国際的な脅威となっている。
国において、国内への新型コロナウイルスの侵入を防ぐため、水際

対策の強化を図ってきたところであるが、各地で無症状病原体保有
者の発生による「市中感染」も報告されるなど、事態の収束が見えず、
状況は次の段階に入ってきている。
よって、国においては、国民の安全・安心を確保するとともに、不安

解消や感染の拡大防止と適切な診察を受けられるよう地方公共団体
と連携し、次の事項について措置を講じられるよう強く要望する。
１　国内における感染拡大防止のために、診察及び検査が適切に行
えるよう、遺伝子検査（ＰＣＲ法）体制の更なる強化・拡充を早急に
図ること。

２　ワクチンの開発・製造を早急に進めるとともに、治療法を速やか
に確立すること。
また、国の責任において、医療従事者に対し、新型コロナウイル

スへの対応等に関する研修を実施するとともに、マスク、防護服、
検査キット等の医療物資が不足することがないよう、必要量の確
保に努めること。

３　冷静に行動できるよう、国民、地方公共団体に対し、感染予防及
び治療体制等について、正しい情報を迅速に提供すること。

４　感染拡大や風評被害による地域経済、特に中小企業への経済的
影響を的確に把握し、国の責任のもと緊急の資金融資・補償等必要
な対策を講ずること。

５　地方公共団体の新型コロナウイルス感染症対策に対し、全面的
な財政支援を講ずること。

北名古屋市歯と口腔の健康づくり推進条例の制定について
くう
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代
表
質
問
と
は

所
属
す
る
会
派
を
代
表
し
て
、市
政
全
般
に

わ
た
っ
て
、執
行
機
関(

市
長)

に
質
問
す
る
こ
と

で
す
。代
表
質
問
は
、施
政
方
針
ま
た
は
所
信

表
明
の
行
わ
れ
る
定
例
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

代
表
質
問
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
議
会
」か
ら『
議
会
録
画
中
継
』を
選
択
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Pickup
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
等
を
求
め
る
意
見
書
を
、
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
に
そ

れ
ぞ
れ
提
出
し
ま
し
た
。
意
見
書
の
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

可決

Pickup

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

現在、社会問題である将来の生産年齢人口の減少は、我が国の社会経済
や社会保障のあり方にも重大な影響を及ぼすことが懸念される。
子どもを安心して産み育てられる社会の実現を目指した子育て支援策

の充実は、喫緊の課題であり、その中でも子どもの医療費助成制度は、子
どもの健康保持、子育て世代の負担軽減及び人口確保に大きな役割を担
っている。
未来を担う子どもたちの豊かな成長は、市民の大きな願いであり、いつ

でも安心して医療機関を受診できることは、子どもたちの健やかな成長
にとって必要不可欠なことである。そのため、子ども医療費の助成につい
ては、多くの自治体で独自の制度として取り組まれている。
しかしながら、子ども医療費助成については、子育て世代をサポートす

る重要な施策であるにもかかわらず、未就学児以外の医療助成について
は、国民健康保険の国庫負担金が減額調整されており、施策推進の大きな
支障となっている。
本来、安心して子育てができる環境の整備は、国が総力を挙げて取り組

むべき課題であり、子ども医療については、国の責任において医療費の無
料化制度を実施すべきであると考える。
よって、北名古屋市議会は、国会及び政府に対し、子育て支援の観点か

ら、次の事項を実現するよう強く要望する。

１　子ども医療費助成制度に係る国民健康保険の国庫負担における減額
調整措置は全て廃止すること。

２　子ども医療費無料化を国の制度として早期に実施すること。

代
表
質
問

代
表
質
問

質
問
会
派
３
会
派

令
和
２
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ
　
神
田
　
薫

1
　「
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」づ
く
り
に
つ
い
て

保
護
者
へ
の
経
済
的
な
支
援
だ
け
で
は
子

ど
も
た
ち
に
真
の
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
る
。子
ど
も
た
ち
の
健
全

で
健
や
か
な
育
ち
の
支
援
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
考
え
か
。

2
　
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
　
　

教
育
改
革
専
門
員
設
置
事
業
に
よ
り
、小

1
プ
ロ
ブ
レ
ム
に
対
す
る
小
学
校
の
ス
ム
ー

ズ
な
支
援
で
つ
ま
ず
き
の
解
消
を
期
待
し
て

い
る
一
方
、学
校
プ
ー
ル
の
老
朽
化
等
の
対

応
策
と
し
た
民
間
プ
ー
ル
活
用
の
検
証
状
況

は
。ま
た
、ご
み
処
理
施
設
の
余
熱
を
利
用
し

た
多
目
的
温
水
プ
ー
ル
を
活
用
す
る
考
え
は
。

3
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
応
援
事
業
に
つ
い
て

本
市
出
身
の
稲
葉
篤
紀
監
督
率
い
る
侍
ジ

ャ
パ
ン
を
応
援
す
る
こ
と
で
、シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
醸
成
に
つ
な
げ
、こ
れ
を
機
会
に「
北

な
ご
や
Ｒ
Ｕ
Ｎ
フ
ェ
ス
タ
」等
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
力
を
入
れ
る
考
え
は
。

4
　
快
適
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
に
つ
い
て

市
民
が
快
適
に
生
活
を
送
る
た
め
に
は
都

市
計
画
事
業
の
推
進
が
欠
か
せ
な
い
が
、財

政
面
で
の
制
約
が
厳
し
い
な
か
、着
実
に
進

め
る
に
あ
た
っ
て
の
考
え
は
。

5
　
市
政
全
般
に
つ
い
て

今
後
の
市
政
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
考

え
は
。ま
た
、健
全
な
財
政
運
営
に
む
け
て
ど

う
臨
む
か
。

6
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

本
市
は
今
後
ど
う
対
応
す
る
か
。

1「
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
」づ
く
り
に
つ
い
て

健
や
か
に
育
ま
れ
る
家
庭
環
境
の
整
備
・

支
援
が
大
切
で
あ
り
、そ
の
環
境
が
健
や
か

な
育
ち
に
繋
が
る
と
考
え
る
。本
市
で
は
保

育
園
・
幼
稚
園
の
給
食
費
の
無
料
化
、子
ど

も
の
医
療
費
自
己
負
担
額
を
18
歳
ま
で
無
料

化
に
す
る
等
、次
世
代
へ
の
環
境
整
備
に
取

り
組
む
。

2
　
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

幼
児
教
育
の
学
び
を
小
学
校
教
育
に
繋

げ
、義
務
教
育
9
年
間
の
一
環
し
た
指
導
体

制
を
確
立
で
き
る
よ
う
専
門
員
を
活
用
し
て

い
く
。民
間
プ
ー
ル
活
用
に
つ
い
て
は
、快
適

な
環
境
で
授
業
が
で
き
た
と
い
う
評
価
や
泳

力
向
上
と
い
っ
た
成
果
を
得
た
。ま
た
、多
目

的
温
水
プ
ー
ル
に
つ
い
て
も
活
用
に
向
け
検

討
し
て
い
く
。

3
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
応
援
事
業
に
つ
い
て

侍
ジ
ャ
パ
ン
を
市
民
一
丸
で
応
援
す
る
た

め
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
実
施
し
、

稲
葉
監
督
ゆ
か
り
の
品
々
を
展
示
す
る
こ
と

で
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
気
運
を
高
め
、北
名
古

屋
市
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。仮
称「
北
な
ご
や
Ｒ
Ｕ
Ｎ
フ
ェ
ス
タ
」に

つ
い
て
は
、ふ
る
さ
と
マ
ラ
ソ
ン
の
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
の
部
門
拡
充
を
図
り
参
加
者
相

互
、地
域
と
企
業
の
絆
を
深
め
る
大
会
へ
と

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

4
　
快
適
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
に
つ
い
て

駅
を
中
心
と
し
た
集
約
型
都
市
構
造
の
構

築
な
ど
将
来
の
都
市
像
の
実
現
に
都
市
計
画

事
業
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、事
業
を

実
施
す
る
に
は
目
的
税
で
あ
る
都
市
計
画
税

の
議
論
も
必
要
と
考
え
る
。

5
　
市
政
全
般
に
つ
い
て

市
政
運
営
は
、新
た
な
環
境
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
。財
政
運

営
は
、民
間
活
力
の
導
入
、近
隣
自
治
体
と
の

広
域
連
携
な
ど
の
効
率
的
な
財
政
運
営
を
行

い
、行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
進
め
次
世
代

に
負
担
を
残
さ
な
い
計
画
的
で
安
定
的
な
運

営
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

6
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

最
新
情
報
を
注
視
し
、市
民
生
活
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、市
内
の
実
情
に

応
じ
た
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
努
め
て
い

く
。

市
長
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代
表
質
問
と
は

所
属
す
る
会
派
を
代
表
し
て
、市
政
全
般
に

わ
た
っ
て
、執
行
機
関(

市
長)

に
質
問
す
る
こ
と

で
す
。代
表
質
問
は
、施
政
方
針
ま
た
は
所
信

表
明
の
行
わ
れ
る
定
例
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

代
表
質
問
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
議
会
」か
ら『
議
会
録
画
中
継
』を
選
択
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Pickup
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
等
を
求
め
る
意
見
書
を
、
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
に
そ

れ
ぞ
れ
提
出
し
ま
し
た
。
意
見
書
の
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

可決

Pickup

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

現在、社会問題である将来の生産年齢人口の減少は、我が国の社会経済
や社会保障のあり方にも重大な影響を及ぼすことが懸念される。
子どもを安心して産み育てられる社会の実現を目指した子育て支援策
の充実は、喫緊の課題であり、その中でも子どもの医療費助成制度は、子
どもの健康保持、子育て世代の負担軽減及び人口確保に大きな役割を担
っている。
未来を担う子どもたちの豊かな成長は、市民の大きな願いであり、いつ
でも安心して医療機関を受診できることは、子どもたちの健やかな成長
にとって必要不可欠なことである。そのため、子ども医療費の助成につい
ては、多くの自治体で独自の制度として取り組まれている。
しかしながら、子ども医療費助成については、子育て世代をサポートす
る重要な施策であるにもかかわらず、未就学児以外の医療助成について
は、国民健康保険の国庫負担金が減額調整されており、施策推進の大きな
支障となっている。
本来、安心して子育てができる環境の整備は、国が総力を挙げて取り組
むべき課題であり、子ども医療については、国の責任において医療費の無
料化制度を実施すべきであると考える。
よって、北名古屋市議会は、国会及び政府に対し、子育て支援の観点か
ら、次の事項を実現するよう強く要望する。

１　子ども医療費助成制度に係る国民健康保険の国庫負担における減額
調整措置は全て廃止すること。
２　子ども医療費無料化を国の制度として早期に実施すること。

代
表
質
問

代
表
質
問

質
問
会
派
３
会
派

令
和
２
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ
　
神
田
　
薫

1
　「
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」づ
く
り
に
つ
い
て

保
護
者
へ
の
経
済
的
な
支
援
だ
け
で
は
子

ど
も
た
ち
に
真
の
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
る
。子
ど
も
た
ち
の
健
全

で
健
や
か
な
育
ち
の
支
援
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
考
え
か
。

2
　
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
　
　

教
育
改
革
専
門
員
設
置
事
業
に
よ
り
、小

1
プ
ロ
ブ
レ
ム
に
対
す
る
小
学
校
の
ス
ム
ー

ズ
な
支
援
で
つ
ま
ず
き
の
解
消
を
期
待
し
て

い
る
一
方
、学
校
プ
ー
ル
の
老
朽
化
等
の
対

応
策
と
し
た
民
間
プ
ー
ル
活
用
の
検
証
状
況

は
。ま
た
、ご
み
処
理
施
設
の
余
熱
を
利
用
し

た
多
目
的
温
水
プ
ー
ル
を
活
用
す
る
考
え
は
。

3
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
応
援
事
業
に
つ
い
て

本
市
出
身
の
稲
葉
篤
紀
監
督
率
い
る
侍
ジ

ャ
パ
ン
を
応
援
す
る
こ
と
で
、シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
醸
成
に
つ
な
げ
、こ
れ
を
機
会
に「
北

な
ご
や
Ｒ
Ｕ
Ｎ
フ
ェ
ス
タ
」等
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
力
を
入
れ
る
考
え
は
。

4
　
快
適
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
に
つ
い
て

市
民
が
快
適
に
生
活
を
送
る
た
め
に
は
都

市
計
画
事
業
の
推
進
が
欠
か
せ
な
い
が
、財

政
面
で
の
制
約
が
厳
し
い
な
か
、着
実
に
進

め
る
に
あ
た
っ
て
の
考
え
は
。

5
　
市
政
全
般
に
つ
い
て

今
後
の
市
政
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
考

え
は
。ま
た
、健
全
な
財
政
運
営
に
む
け
て
ど

う
臨
む
か
。

6
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

本
市
は
今
後
ど
う
対
応
す
る
か
。

1「
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
」づ
く
り
に
つ
い
て

健
や
か
に
育
ま
れ
る
家
庭
環
境
の
整
備
・

支
援
が
大
切
で
あ
り
、そ
の
環
境
が
健
や
か

な
育
ち
に
繋
が
る
と
考
え
る
。本
市
で
は
保

育
園
・
幼
稚
園
の
給
食
費
の
無
料
化
、子
ど

も
の
医
療
費
自
己
負
担
額
を
18
歳
ま
で
無
料

化
に
す
る
等
、次
世
代
へ
の
環
境
整
備
に
取

り
組
む
。

2
　
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

幼
児
教
育
の
学
び
を
小
学
校
教
育
に
繋

げ
、義
務
教
育
9
年
間
の
一
環
し
た
指
導
体

制
を
確
立
で
き
る
よ
う
専
門
員
を
活
用
し
て

い
く
。民
間
プ
ー
ル
活
用
に
つ
い
て
は
、快
適

な
環
境
で
授
業
が
で
き
た
と
い
う
評
価
や
泳

力
向
上
と
い
っ
た
成
果
を
得
た
。ま
た
、多
目

的
温
水
プ
ー
ル
に
つ
い
て
も
活
用
に
向
け
検

討
し
て
い
く
。

3
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
応
援
事
業
に
つ
い
て

侍
ジ
ャ
パ
ン
を
市
民
一
丸
で
応
援
す
る
た

め
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
実
施
し
、

稲
葉
監
督
ゆ
か
り
の
品
々
を
展
示
す
る
こ
と

で
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
気
運
を
高
め
、北
名
古

屋
市
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。仮
称「
北
な
ご
や
Ｒ
Ｕ
Ｎ
フ
ェ
ス
タ
」に

つ
い
て
は
、ふ
る
さ
と
マ
ラ
ソ
ン
の
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
の
部
門
拡
充
を
図
り
参
加
者
相

互
、地
域
と
企
業
の
絆
を
深
め
る
大
会
へ
と

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

4
　
快
適
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
に
つ
い
て

駅
を
中
心
と
し
た
集
約
型
都
市
構
造
の
構

築
な
ど
将
来
の
都
市
像
の
実
現
に
都
市
計
画

事
業
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、事
業
を

実
施
す
る
に
は
目
的
税
で
あ
る
都
市
計
画
税

の
議
論
も
必
要
と
考
え
る
。

5
　
市
政
全
般
に
つ
い
て

市
政
運
営
は
、新
た
な
環
境
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
。財
政
運

営
は
、民
間
活
力
の
導
入
、近
隣
自
治
体
と
の

広
域
連
携
な
ど
の
効
率
的
な
財
政
運
営
を
行

い
、行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
進
め
次
世
代

に
負
担
を
残
さ
な
い
計
画
的
で
安
定
的
な
運

営
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

6
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

最
新
情
報
を
注
視
し
、市
民
生
活
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、市
内
の
実
情
に

応
じ
た
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
努
め
て
い

く
。

市
長
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市
長

施
策
方
針
に
つ
い
て

公
明
党
　
間
宮
　
文
枝

１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か

る
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

現
状
で
の
本
市
の
対
応
の
見
解
は
。

２
　
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

『
復
興
五
輪
』
と
位
置
付
け
ら
れ
る
今
大

会
で
、
被
災
地
支
援
を
行
っ
て
き
た
本
市
と

し
て
の
市
長
の
思
い
は
。

３
　
子
ど
も
医
療
費
無
償
化
の
拡
大
に
つ
い
て

対
象
年
齢
が
18
歳
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
に

併
せ
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
給
食
費
の
無
償

化
制
度
を
確
立
す
る
な
ど
先
進
的
な
決
断
を

さ
れ
た
今
の
市
長
の
思
い
は
。
　
　

４
　
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
つ
い
て

①
　
障
が
い
を
持
つ
方
が
農
業
を
通
じ
て
社

会
参
画
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
農
福

連
携
」
の
取
組
を
推
進
し
て
み
て
は
。

②
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
を

図
る
上
で
会
員
の
増
加
は
必
要
不
可
欠
と
考

え
る
が
、
今
後
の
普
及
啓
発
の
考
え
は
。

５
　
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫
る

ま
ち
に
つ
い
て

日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
外
国
人
の
子

ど
も
を
、
地
域
ぐ
る
み
で
守
り
育
て
る
た
め

の
体
制
づ
く
り
が
重
要
と
思
う
が
日
本
語
初

期
指
導
教
室
の
設
置
等
の
考
え
は
。

６
　
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

①
　
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
等
に
対
処
す
る
専
門

部
署
の
家
庭
支
援
課
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
更
に
相
談
体
制
の
拡
充
等
が
必
要
と
考

え
る
が
、
今
後
の
発
展
的
な
取
組
の
考
え

は
。

②
　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
高
齢
者

の
交
通
手
段
の
確
保
の
考
え
は
。

③
　
認
知
症
の
方
も
含
め
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
社
会
を
構
築
す
る
取
組
の
考
え
は
。

７
　
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
検
討
に
つ
い
て

実
務
に
軸
足
を
置
い
た
指
導
者
育
成
型
講

座
を
行
い
、
地
域
防
災
を
担
う
人
材
を
育
成

し
、
地
域
防
災
力
向
上
に
つ
な
げ
て
は
。

１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か

る
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限
と
な
る
よ

う
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

２
　
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

災
害
復
興
の
追
い
風
と
な
る
よ
う
心
か
ら

念
じ
、
職
員
の
派
遣
な
ど
、
引
き
続
き
支
援

を
継
続
し
て
い
く
。

３
　
子
ど
も
医
療
費
無
償
化
の
拡
大
に
つ
い
て

時
代
の
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に
捉
え
、
子
育
て

世
帯
が
定
住
し
た
く
な
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

４
　
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
つ
い
て

①
　
農
業
で
雇
用
を
生
み
出
せ
る
だ
け
の
形

態
及
び
農
業
経
営
者
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
元
農
協
の
協
力
・

連
携
も
欠
か
せ
な
い
。

②
　
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
支
援
を
検
討

し
、
多
く
の
高
齢
者
が
活
動
で
き
る
よ
う
高

齢
者
就
労
支
援
事
業
を
展
開
し
た
い
。

５
　
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫
る

ま
ち
に
つ
い
て

現
在
は
国
際
交
流
協
会
に
よ
る
日
本
語
教

室
や
県
教
育
委
員
会
の
巡
回
指
導
等
に
よ
り

日
本
語
指
導
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
も

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
体
制
の
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

６
　
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

①
　
令
和
２
年
度
か
ら
家
庭
支
援
課
を
「
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
と
位
置
づ
け
、

相
談
体
制
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
、

虐
待
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
　
市
民
か
ら
の
意
見
・
要
望
を
参
考
に
、

令
和
３
年
度
に
き
た
バ
ス
改
正
を
考
え
て
い

る
。

③
　
介
護
予
防
事
業
や
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
必
要
な
事
業
を
迅
速

に
実
行
し
、
人
生
の
最
後
ま
で
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

を
願
う
。

７
　
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
検
討
に
つ
い
て

総
合
防
災
訓
練
の
中
身
を
よ
り
実
践
的
な

訓
練
に
見
直
し
、
東
日
本
大
震
災
で
現
場
指

揮
に
あ
た
っ
た
元
職
員
か
ら
学
ぶ
機
会
を
設

け
、
よ
り
実
務
型
の
危
機
管
理
意
識
を
育
て

地
域
防
災
力
向
上
に
努
め
て
い
く
。

令
和
２
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
渡
邉
　
麻
衣
子

１
　
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
つ
い
て

子
育
て
が
孤
立
化
し
て
い
る
今
、責
任
を

親
だ
け
に
抱
え
込
ま
せ
な
い
ま
ち
づ
く
り
が

大
切
と
考
え
、子
ど
も
医
療
費
と
幼
児
給
食

費
の
無
料
化
方
針
を
評
価
す
る
が
、市
民
の

願
い
を
捉
え
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
長
の
思

い
は
。ま
た
子
育
て
支
援
等
は
国
が
責
任
を

持
つ
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

２
　
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫
る

ま
ち
に
つ
い
て

家
庭
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
が
多
様
に
変

化
す
る
中
、福
祉
的
側
面
も
併
せ
持
つ
よ
う

な
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

３
　
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
交
通

と
、多
様
な
手
段
の
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
考
え
は
。ま
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
環
境
に
優
し
い
避
難
所
整

備
に
取
り
組
む
考
え
は
。

４
　
快
適
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
に
つ
い
て

大
型
開
発
に
頼
る
こ
と
の
な
い
地
元
産
業

の
振
興
や
雇
用
の
創
出
、地
域
特
性
を
生
か

し
た
都
市
農
地
を
活
用
し
、市
民
の
暮
ら
し

を
優
先
し
た
住
民
主
体
の
計
画
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

５
　
魅
力
的
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
に
つ
い
て

消
費
税
の
増
税
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
減
少
、輸
出
の

落
ち
込
み
な
ど
に
よ
る
、市
内
の
中
小
企
業

へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
対
策
と
、市
民
の
生

活
を
守
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

６
　
協
働
と
連
携
の
ま
ち
に
つ
い
て

市
民
に
よ
る
子
育
て
支
援
や
親
子
の
居
場

所
づ
く
り
が
広
が
っ
て
い
る
。市
民
の
自
主

的
な
活
動
を
応
援
し
、支
援
が
必
要
な
時
に

は
行
政
へ
つ
な
げ
る
な
ど
市
民
協
働
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
推
進
の
考
え
は
。

１
　
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
つ
い
て

乳
幼
児
期
に
始
ま
る
子
育
て
環
境
と
言
え

ば
ま
ず
家
庭
で
あ
り
、社
会
全
体
で
支
援
す

る
の
が
基
本
的
な
考
え
で
あ
る
。ま
た
国
に

対
し
、子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
、引
き
続
き

提
案
、要
望
し
て
い
く
。

２
　
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫
る

ま
ち
に
つ
い
て

家
庭
教
育
や
子
育
て
に
関
す
る
講
演
会
の

実
施
、家
庭
支
援
課
の
設
置
、コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
組
を
通
じ
て
、家
庭
や
地

域
の
教
育
力
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

３
　
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

高
齢
者
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
推

進
を
図
り
、令
和
３
年
度
に
向
け
た
き
た
バ

ス
の
改
正
で
は
、近
隣
市
町
の
公
共
交
通
網

と
の
連
携
を
考
察
し
、利
便
性
の
向
上
や
充

実
に
取
り
組
む
。ま
た
避
難
所
整
備
に
つ
い

て
は
災
害
に
限
定
せ
ず
、日
頃
か
ら
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
踏
ま
え
て
検
討
す

る
。

４
　
快
適
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
に
つ
い
て

大
都
市
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
、田
園
風
景

が
広
が
る
本
市
の
優
れ
た
地
域
特
性
を
生
か

し
、時
代
と
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
市
民
と
共
に
進
め
て
い
く
。

５
　
魅
力
的
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
に
つ
い
て

市
内
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
対
し
て

は
、商
工
会
と
連
携
し
て
情
報
の
収
集
と
提

供
に
努
め
、資
金
繰
り
な
ど
支
援
策
の
活
用

を
援
助
し
て
い
く
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
と
し
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
一
斉
メ

ー
ル
配
信
で
注
意
喚
起
を
行
っ
て
お
り
、今

後
も
感
染
の
拡
大
防
止
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
。

６
　
協
働
と
連
携
の
ま
ち
に
つ
い
て

行
政
だ
け
で
な
く
、市
民
が
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
構
築
し
て
い
く
事
が
重

要
だ
と
感
じ
て
お
り
、多
様
な
主
体
を
つ
な

ぐ
民
間
組
織
と
し
て
子
育
て
家
庭
や
子
供
を

支
援
す
る
市
民
協
働
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

市
長

シルバー人材センター
コロナウイルス
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市
長

施
策
方
針
に
つ
い
て

公
明
党
　
間
宮
　
文
枝

１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か

る
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

現
状
で
の
本
市
の
対
応
の
見
解
は
。

２
　
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

『
復
興
五
輪
』
と
位
置
付
け
ら
れ
る
今
大

会
で
、
被
災
地
支
援
を
行
っ
て
き
た
本
市
と

し
て
の
市
長
の
思
い
は
。

３
　
子
ど
も
医
療
費
無
償
化
の
拡
大
に
つ
い
て

対
象
年
齢
が
18
歳
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
に

併
せ
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
給
食
費
の
無
償

化
制
度
を
確
立
す
る
な
ど
先
進
的
な
決
断
を

さ
れ
た
今
の
市
長
の
思
い
は
。
　
　

４
　
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
つ
い
て

①
　
障
が
い
を
持
つ
方
が
農
業
を
通
じ
て
社

会
参
画
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
農
福

連
携
」
の
取
組
を
推
進
し
て
み
て
は
。

②
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
を

図
る
上
で
会
員
の
増
加
は
必
要
不
可
欠
と
考

え
る
が
、
今
後
の
普
及
啓
発
の
考
え
は
。

５
　
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫
る

ま
ち
に
つ
い
て

日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
外
国
人
の
子

ど
も
を
、
地
域
ぐ
る
み
で
守
り
育
て
る
た
め

の
体
制
づ
く
り
が
重
要
と
思
う
が
日
本
語
初

期
指
導
教
室
の
設
置
等
の
考
え
は
。

６
　
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

①
　
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
等
に
対
処
す
る
専
門

部
署
の
家
庭
支
援
課
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
更
に
相
談
体
制
の
拡
充
等
が
必
要
と
考

え
る
が
、
今
後
の
発
展
的
な
取
組
の
考
え

は
。

②
　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
高
齢
者

の
交
通
手
段
の
確
保
の
考
え
は
。

③
　
認
知
症
の
方
も
含
め
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
社
会
を
構
築
す
る
取
組
の
考
え
は
。

７
　
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
検
討
に
つ
い
て

実
務
に
軸
足
を
置
い
た
指
導
者
育
成
型
講

座
を
行
い
、
地
域
防
災
を
担
う
人
材
を
育
成

し
、
地
域
防
災
力
向
上
に
つ
な
げ
て
は
。

１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か

る
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限
と
な
る
よ

う
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

２
　
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

災
害
復
興
の
追
い
風
と
な
る
よ
う
心
か
ら

念
じ
、
職
員
の
派
遣
な
ど
、
引
き
続
き
支
援

を
継
続
し
て
い
く
。

３
　
子
ど
も
医
療
費
無
償
化
の
拡
大
に
つ
い
て

時
代
の
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に
捉
え
、
子
育
て

世
帯
が
定
住
し
た
く
な
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

４
　
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
つ
い
て

①
　
農
業
で
雇
用
を
生
み
出
せ
る
だ
け
の
形

態
及
び
農
業
経
営
者
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
元
農
協
の
協
力
・

連
携
も
欠
か
せ
な
い
。

②
　
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
支
援
を
検
討

し
、
多
く
の
高
齢
者
が
活
動
で
き
る
よ
う
高

齢
者
就
労
支
援
事
業
を
展
開
し
た
い
。

５
　
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫
る

ま
ち
に
つ
い
て

現
在
は
国
際
交
流
協
会
に
よ
る
日
本
語
教

室
や
県
教
育
委
員
会
の
巡
回
指
導
等
に
よ
り

日
本
語
指
導
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
も

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
体
制
の
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

６
　
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

①
　
令
和
２
年
度
か
ら
家
庭
支
援
課
を
「
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
と
位
置
づ
け
、

相
談
体
制
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
、

虐
待
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
　
市
民
か
ら
の
意
見
・
要
望
を
参
考
に
、

令
和
３
年
度
に
き
た
バ
ス
改
正
を
考
え
て
い

る
。

③
　
介
護
予
防
事
業
や
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
必
要
な
事
業
を
迅
速

に
実
行
し
、
人
生
の
最
後
ま
で
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

を
願
う
。

７
　
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
検
討
に
つ
い
て

総
合
防
災
訓
練
の
中
身
を
よ
り
実
践
的
な

訓
練
に
見
直
し
、
東
日
本
大
震
災
で
現
場
指

揮
に
あ
た
っ
た
元
職
員
か
ら
学
ぶ
機
会
を
設

け
、
よ
り
実
務
型
の
危
機
管
理
意
識
を
育
て

地
域
防
災
力
向
上
に
努
め
て
い
く
。

令
和
２
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
渡
邉
　
麻
衣
子

１
　
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
つ
い
て

子
育
て
が
孤
立
化
し
て
い
る
今
、責
任
を

親
だ
け
に
抱
え
込
ま
せ
な
い
ま
ち
づ
く
り
が

大
切
と
考
え
、子
ど
も
医
療
費
と
幼
児
給
食

費
の
無
料
化
方
針
を
評
価
す
る
が
、市
民
の

願
い
を
捉
え
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
長
の
思

い
は
。ま
た
子
育
て
支
援
等
は
国
が
責
任
を

持
つ
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

２
　
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫
る

ま
ち
に
つ
い
て

家
庭
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
が
多
様
に
変

化
す
る
中
、福
祉
的
側
面
も
併
せ
持
つ
よ
う

な
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

３
　
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
交
通

と
、多
様
な
手
段
の
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
考
え
は
。ま
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
環
境
に
優
し
い
避
難
所
整

備
に
取
り
組
む
考
え
は
。

４
　
快
適
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
に
つ
い
て

大
型
開
発
に
頼
る
こ
と
の
な
い
地
元
産
業

の
振
興
や
雇
用
の
創
出
、地
域
特
性
を
生
か

し
た
都
市
農
地
を
活
用
し
、市
民
の
暮
ら
し

を
優
先
し
た
住
民
主
体
の
計
画
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

５
　
魅
力
的
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
に
つ
い
て

消
費
税
の
増
税
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
減
少
、輸
出
の

落
ち
込
み
な
ど
に
よ
る
、市
内
の
中
小
企
業

へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
対
策
と
、市
民
の
生

活
を
守
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

６
　
協
働
と
連
携
の
ま
ち
に
つ
い
て

市
民
に
よ
る
子
育
て
支
援
や
親
子
の
居
場

所
づ
く
り
が
広
が
っ
て
い
る
。市
民
の
自
主

的
な
活
動
を
応
援
し
、支
援
が
必
要
な
時
に

は
行
政
へ
つ
な
げ
る
な
ど
市
民
協
働
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
推
進
の
考
え
は
。

１
　
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
つ
い
て

乳
幼
児
期
に
始
ま
る
子
育
て
環
境
と
言
え

ば
ま
ず
家
庭
で
あ
り
、社
会
全
体
で
支
援
す

る
の
が
基
本
的
な
考
え
で
あ
る
。ま
た
国
に

対
し
、子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
、引
き
続
き

提
案
、要
望
し
て
い
く
。

２
　
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫
る

ま
ち
に
つ
い
て

家
庭
教
育
や
子
育
て
に
関
す
る
講
演
会
の

実
施
、家
庭
支
援
課
の
設
置
、コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
組
を
通
じ
て
、家
庭
や
地

域
の
教
育
力
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

３
　
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

高
齢
者
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
推

進
を
図
り
、令
和
３
年
度
に
向
け
た
き
た
バ

ス
の
改
正
で
は
、近
隣
市
町
の
公
共
交
通
網

と
の
連
携
を
考
察
し
、利
便
性
の
向
上
や
充

実
に
取
り
組
む
。ま
た
避
難
所
整
備
に
つ
い

て
は
災
害
に
限
定
せ
ず
、日
頃
か
ら
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
踏
ま
え
て
検
討
す

る
。

４
　
快
適
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
に
つ
い
て

大
都
市
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
、田
園
風
景

が
広
が
る
本
市
の
優
れ
た
地
域
特
性
を
生
か

し
、時
代
と
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
市
民
と
共
に
進
め
て
い
く
。

５
　
魅
力
的
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
に
つ
い
て

市
内
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
対
し
て

は
、商
工
会
と
連
携
し
て
情
報
の
収
集
と
提

供
に
努
め
、資
金
繰
り
な
ど
支
援
策
の
活
用

を
援
助
し
て
い
く
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
と
し
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
一
斉
メ

ー
ル
配
信
で
注
意
喚
起
を
行
っ
て
お
り
、今

後
も
感
染
の
拡
大
防
止
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
。

６
　
協
働
と
連
携
の
ま
ち
に
つ
い
て

行
政
だ
け
で
な
く
、市
民
が
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
構
築
し
て
い
く
事
が
重

要
だ
と
感
じ
て
お
り
、多
様
な
主
体
を
つ
な

ぐ
民
間
組
織
と
し
て
子
育
て
家
庭
や
子
供
を

支
援
す
る
市
民
協
働
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

市
長

シルバー人材センター
コロナウイルス
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個
人
質
問
と
は

　
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。今
回
の一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
個
人
質
問
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
議
会
」か
ら『
議
会
録
画
中
継
』を
選
択
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
１
９
７
０
年
当
時
の
就
業
規
則
の
定
年

退
職
は
55
歳
で
あ
っ
た
が
、
政
府
は
今
年

２
月
に
希
望
す
る
人
が
70
歳
ま
で
働
き
続

け
ら
れ
る
よ
う
就
業
機
会
の
確
保
を
企
業

の
努
力
義
務
と
す
る
こ
と
を
柱
と
し
た
関

連
法
案
を
閣
議
決
定
し
た
。

 

現
在
は
医
学
の
進
歩
や
食
事
の
改
善
な

ど
に
よ
り
日
本
の
平
均
寿
命
が
80
歳
を
超

え
て
お
り
、
高
齢
者
問
題
と
し
て
、
「
団

塊
の
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
方
々
が
全
て
75

歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５
年
、
高
齢
者
の

増
加
と
生
産
年
齢
減
少
に
よ
る
税
収
不
足

や
社
会
保
障
費
の
増
大
、
空
き
家
の
増
大

な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
者
が

生
き
生
き
と
元
気
に
輝
く
北
名
古
屋
市
と

し
て
、
現
役
時
代
の
豊
富
な
人
生
経
験
、

社
会
経
験
を
市
民
活
動
に
生
か
し
て
い
た

だ
い
て
は
。

①
　
高
齢
者
の
社
会
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
場
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

②
　
高
齢
者
の
社
会
活
動
施
策
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

①
　
高
齢
者
の
職
業
の
安
定
、
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
や
、
教
養
の
向
上
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
能
力
活
用
の
た
め
の
憩
い

の
家
な
ど
で
継
続
的
に
活
動
の
推
進
が
図

れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

②
　
既
に
除
草
活
動
な
ど
行
政
主
導
で
は

な
く
自
主
的
に
行
わ
れ
て
い
る
事
業
も
あ

り
、
更
な
る
活
動
の
推
進
が
図
れ
る
よ
う

連
携
協
力
し
て
い
く
。

福
岡
　康
　（
市
政
ク
ラ
ブ
）

高
年
齢
者
が
活
躍
す
る
社
会

個
人
質
問

個
人
質
問

質
問
議
員
８
人

　
質
問
15
項
目

福　祉福
祉
部
長

　
令
和
３
年
度
以
降
の
財
政
状
況
は
、
主

要
事
業
費
用
と
地
方
債
の
償
還
額
が
起
債

以
上
と
な
り
、
年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡

を
調
整
す
る
た
め
の
財
政
調
整
基
金
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
財
政
運

営
が
予
想
さ
れ
る
。
主
要
事
業
遂
行
に
よ

る
費
用
と
公
共
施
設
の
維
持
費
用
の
歳
出

は
増
加
傾
向
に
あ
り
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
す
る
に
は
行
財
政
改
革
の
推
進
が
重

要
と
な
る
。

①
　
財
政
調
整
基
金
の
令
和
３
年
度
末
現

在
高
の
予
想
金
額
は
。

②
　
令
和
３
年
度
以
降
も
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
財
政
中
期

計
画
を
作
成
し
公
表
す
べ
き
で
は
。

①
　
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
の
残
高

は
、
当
初
予
算
編
成
の
際
に
当
該
年
度
の

財
源
不
足
額
を
取
崩
し
額
を
踏
ま
え
、
年

度
末
残
高
を
計
上
し
て
い
る
が
、
決
算
の

段
階
で
、
歳
出
は
削
減
努
力
に
よ
る
予
算

の
執
行
残
額
、
歳
入
は
国
県
等
か
ら
の
補

助
金
の
増
額
等
に
よ
り
数
億
円
の
余
剰
金

が
生
じ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
額
は

保
障
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の

年
の
行
政
運
営
に
よ
り
大
き
な
差
が
生
じ

る
た
め
、
現
時
点
で
の
予
測
は
非
常
に
困

難
な
状
況
で
あ
る
が
、
令
和
２
年
度
末
現

在
高
以
上
に
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

②
　
平
成
30
年
12
月
に
令
和
３
年
度
ま
で

の
財
政
計
画
を
策
定
し
公
表
し
た
が
、
そ

の
後
、
消
費
税
等
の
増
税
や
市
税
等
の
大

幅
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
、
財
政
計

画
の
策
定
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
し
か

し
、
財
政
中
長
期
計
画
を
作
成
す
る
こ
と

は
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う
上
で
有
効

と
考
え
て
お
り
、
新
た
な
制
度
に
よ
る
影

響
を
考
慮
し
、
令
和
２
年
度
中
に
実
行
性

の
あ
る
財
政
中
期
計
画
を
作
成
し
公
表
し

た
い
。

・
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

井
上
　一
男
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

財
政
運
営
に
つ
い
て

財　務財
務
部
長

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
社
会
が
構
成
員
に

対
し
て
押
し
つ
け
る
女
ら
し
さ
、
男
ら
し

さ
な
ど
行
動
規
範
や
役
割
分
担
な
ど
を
指

し
、
社
会
的
、
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性

差
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
壁
を
打
ち
破
り
、
女
性

も
男
性
も
多
様
な
性
を
持
つ
方
の
生
き
づ

ら
さ
か
ら
解
放
し
、
差
別
な
く
平
等
に
尊

厳
の
持
て
る
社
会
こ
そ
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
社
会
で
あ
る
。

　
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は

世
界
と
比
較
す
る
と
、
か
な
り
遅
れ
て
い

る
。
本
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
で
男
性
も
女
性
も
お
互
い
の
人
格
を
尊

重
し
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
と
し
て
い
る

が
、

①
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
取
組
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
は
。

②
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
啓
発
が
重
要
で
は
。

①
　
第
２
次
北
名
古
屋
市
男
女
共
同
参
画

推
進
プ
ラ
ン
の
基
本
目
標
と
し
て
意
識
啓

発
、
教
育
・
学
習
機
会
の
充
実
、
多
様
な

性
の
理
解
促
進
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し

て
い
く
。

②
　
市
民
活
動
団
体
な
ど
と
協
働
し
て
啓

発
記
事
掲
載
や
啓
発
事
業
の
実
施
、
小
学

生
に
対
し
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど

の
取
組
を
行
っ
て
い
く
。

・
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
の
拡
大
に

　
つ
い
て 川

渕
　康
宏
（
日
本
共
産
党
）

個
人
の
尊
厳
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
取
組

に
つ
い
て

総　務市
民
活
動
推
進
課
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問
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個
人
質
問
と
は

　
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。今
回
の一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
個
人
質
問
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
議
会
」か
ら『
議
会
録
画
中
継
』を
選
択
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
１
９
７
０
年
当
時
の
就
業
規
則
の
定
年

退
職
は
55
歳
で
あ
っ
た
が
、
政
府
は
今
年

２
月
に
希
望
す
る
人
が
70
歳
ま
で
働
き
続

け
ら
れ
る
よ
う
就
業
機
会
の
確
保
を
企
業

の
努
力
義
務
と
す
る
こ
と
を
柱
と
し
た
関

連
法
案
を
閣
議
決
定
し
た
。

 

現
在
は
医
学
の
進
歩
や
食
事
の
改
善
な

ど
に
よ
り
日
本
の
平
均
寿
命
が
80
歳
を
超

え
て
お
り
、
高
齢
者
問
題
と
し
て
、
「
団

塊
の
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
方
々
が
全
て
75

歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５
年
、
高
齢
者
の

増
加
と
生
産
年
齢
減
少
に
よ
る
税
収
不
足

や
社
会
保
障
費
の
増
大
、
空
き
家
の
増
大

な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
者
が

生
き
生
き
と
元
気
に
輝
く
北
名
古
屋
市
と

し
て
、
現
役
時
代
の
豊
富
な
人
生
経
験
、

社
会
経
験
を
市
民
活
動
に
生
か
し
て
い
た

だ
い
て
は
。

①
　
高
齢
者
の
社
会
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
場
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

②
　
高
齢
者
の
社
会
活
動
施
策
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

①
　
高
齢
者
の
職
業
の
安
定
、
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
や
、
教
養
の
向
上
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
能
力
活
用
の
た
め
の
憩
い

の
家
な
ど
で
継
続
的
に
活
動
の
推
進
が
図

れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

②
　
既
に
除
草
活
動
な
ど
行
政
主
導
で
は

な
く
自
主
的
に
行
わ
れ
て
い
る
事
業
も
あ

り
、
更
な
る
活
動
の
推
進
が
図
れ
る
よ
う

連
携
協
力
し
て
い
く
。

福
岡
　康
　（
市
政
ク
ラ
ブ
）

高
年
齢
者
が
活
躍
す
る
社
会

個
人
質
問

個
人
質
問

質
問
議
員
８
人

　
質
問
15
項
目

福　祉福
祉
部
長

　
令
和
３
年
度
以
降
の
財
政
状
況
は
、
主

要
事
業
費
用
と
地
方
債
の
償
還
額
が
起
債

以
上
と
な
り
、
年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡

を
調
整
す
る
た
め
の
財
政
調
整
基
金
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
財
政
運

営
が
予
想
さ
れ
る
。
主
要
事
業
遂
行
に
よ

る
費
用
と
公
共
施
設
の
維
持
費
用
の
歳
出

は
増
加
傾
向
に
あ
り
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
す
る
に
は
行
財
政
改
革
の
推
進
が
重

要
と
な
る
。

①
　
財
政
調
整
基
金
の
令
和
３
年
度
末
現

在
高
の
予
想
金
額
は
。

②
　
令
和
３
年
度
以
降
も
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
財
政
中
期

計
画
を
作
成
し
公
表
す
べ
き
で
は
。

①
　
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
の
残
高

は
、
当
初
予
算
編
成
の
際
に
当
該
年
度
の

財
源
不
足
額
を
取
崩
し
額
を
踏
ま
え
、
年

度
末
残
高
を
計
上
し
て
い
る
が
、
決
算
の

段
階
で
、
歳
出
は
削
減
努
力
に
よ
る
予
算

の
執
行
残
額
、
歳
入
は
国
県
等
か
ら
の
補

助
金
の
増
額
等
に
よ
り
数
億
円
の
余
剰
金

が
生
じ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
額
は

保
障
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の

年
の
行
政
運
営
に
よ
り
大
き
な
差
が
生
じ

る
た
め
、
現
時
点
で
の
予
測
は
非
常
に
困

難
な
状
況
で
あ
る
が
、
令
和
２
年
度
末
現

在
高
以
上
に
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

②
　
平
成
30
年
12
月
に
令
和
３
年
度
ま
で

の
財
政
計
画
を
策
定
し
公
表
し
た
が
、
そ

の
後
、
消
費
税
等
の
増
税
や
市
税
等
の
大

幅
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
、
財
政
計

画
の
策
定
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
し
か

し
、
財
政
中
長
期
計
画
を
作
成
す
る
こ
と

は
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う
上
で
有
効

と
考
え
て
お
り
、
新
た
な
制
度
に
よ
る
影

響
を
考
慮
し
、
令
和
２
年
度
中
に
実
行
性

の
あ
る
財
政
中
期
計
画
を
作
成
し
公
表
し

た
い
。

・
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

井
上
　一
男
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

財
政
運
営
に
つ
い
て

財　務財
務
部
長

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
社
会
が
構
成
員
に

対
し
て
押
し
つ
け
る
女
ら
し
さ
、
男
ら
し

さ
な
ど
行
動
規
範
や
役
割
分
担
な
ど
を
指

し
、
社
会
的
、
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性

差
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
壁
を
打
ち
破
り
、
女
性

も
男
性
も
多
様
な
性
を
持
つ
方
の
生
き
づ

ら
さ
か
ら
解
放
し
、
差
別
な
く
平
等
に
尊

厳
の
持
て
る
社
会
こ
そ
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
社
会
で
あ
る
。

　
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は

世
界
と
比
較
す
る
と
、
か
な
り
遅
れ
て
い

る
。
本
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
で
男
性
も
女
性
も
お
互
い
の
人
格
を
尊

重
し
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
と
し
て
い
る

が
、

①
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
取
組
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
は
。

②
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
啓
発
が
重
要
で
は
。

①
　
第
２
次
北
名
古
屋
市
男
女
共
同
参
画

推
進
プ
ラ
ン
の
基
本
目
標
と
し
て
意
識
啓

発
、
教
育
・
学
習
機
会
の
充
実
、
多
様
な

性
の
理
解
促
進
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し

て
い
く
。

②
　
市
民
活
動
団
体
な
ど
と
協
働
し
て
啓

発
記
事
掲
載
や
啓
発
事
業
の
実
施
、
小
学

生
に
対
し
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど

の
取
組
を
行
っ
て
い
く
。

・
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
の
拡
大
に

　
つ
い
て 川

渕
　康
宏
（
日
本
共
産
党
）

個
人
の
尊
厳
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
取
組

に
つ
い
て

総　務市
民
活
動
推
進
課
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問
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外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
来
日
間
も
な
い

児
童
生
徒
が
、
日
本
語
を
習
得
し
生
き
生

き
と
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
指
導
と
し

て
、

①
　
外
国
人
の
児
童
生
徒
数
は
。
ま
た
、

近
隣
市
町
と
の
比
較
、
現
場
の
声
は
。

②
　
児
童
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
指
導
を

行
っ
て
い
る
か
。

③
　
日
本
語
初
期
指
導
教
室
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る

か
。

④
　
学
習
支
援
、
生
活
適
応
支
援
充
実
の

た
め
、
県
か
ら
先
生
は
加
配
さ
れ
て
い
る

か
。

⑤
　
日
本
語
が
話
せ
な
い
保
護
者
へ
の
連

絡
方
法
な
ど
は
。

⑥
　
北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
が
行
っ

て
い
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
日
本

語
教
室
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

⑦
　
今
後
の
市
の
日
本
語
指
導
へ
の
取
組

と
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

①
　
令
和
元
年
度
学
校
基
本
調
査
で
は
、

小
学
校
51
人
、
中
学
校
21
人
で
あ
り
、
近

隣
よ
り
少
な
い
。
保
護
者
へ
の
通
知
、
連

絡
に
工
夫
し
て
い
る
。

②
　
教
員
の
個
別
指
導
や
国
際
交
流
協
会

に
よ
る
日
本
語
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

③
　
県
が
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
基

づ
い
て
指
導
し
て
い
る
。

④
　
師
勝
西
小
学
校
に
１
名
加
配
さ
れ
、

五
条
小
学
校
へ
も
巡
回
指
導
し
て
い
る
。

⑤
　
語
学
相
談
員
に
通
知
文
な
ど
の
翻
訳

を
依
頼
し
た
り
、
保
護
者
で
通
訳
が
で
き

る
方
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

⑥
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高

め
、
日
本
文
化
を
肌
で
感
じ
取
れ
る
よ

う
、
今
後
の
協
力
を
一
層
期
待
し
て
い

る
。

⑦
　
県
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を

最
大
限
活
用

す
る
こ
と
で

指
導
の
充
実

を
図
る
。 熊

澤
　真
澄
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
日
本
語
初
期
指
導

に
つ
い
て
　
　
　
　

教　育教
育
部
副
参
事

　
多
く
の
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
要
支

援
者
が
犠
牲
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
対
策
基
本
法
が
改

正
さ
れ
、
避
難
行
動
要
支
援
者
や
避
難
支

援
関
係
者
の
犠
牲
を
抑
え
る
た
め
の
取
組

指
針
が
作
成
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
現
在
、
本
市
で
行
わ
れ
て
い

る
避
難
誘
導
訓
練
で
は
、
要
支
援
者
の
役

に
扮
し
た
健
常
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
た

め
、
日
頃
か
ら
実
効
性
の
あ
る
訓
練
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
、

①
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
は
、
何

名
登
録
さ
れ
て
い
る
か
。

②
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
活
用
し

た
避
難
支
援
体
制
に
つ
い
て
の
計
画
は
。

③
　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
や
訓
練

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

①
　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
や
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は
２
級
の
方
、

要
介
護
４
又
は
５
の
方
な
ど
３
，
９
７
９

名
登
録
さ
れ
て
い
る
。

②
　
本
人
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
た
要
支
援

者
に
つ
い
て
は
、
地
域
支
援
者
に
名
簿
を

提
供
し
、
要
支
援
者
の
安
否
確
認
、
救
出

活
動
、
避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
計
画
で
あ

る
。

③
　
要
支
援
者
の
居
住
先
や
避
難
時
の
配

慮
事
項
を
記
載
し
た
個
別
計
画
の
作
成
、

地
区
防
災
計
画
の
作
成
支
援
、
来
年
度
の

総
合
防
災
訓
練
で
要
支
援
者
の
避
難
訓
練

な
ど
を
通
じ
て
実
効
性
の
検
証
を
行
う
。

清
水
　晃
治
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

避
難
誘
導
訓
練
に
つ
い
て

防災環境防
災
環
境
部
長

　
２
人
以
上
の
育
児
が
同
時
進
行
す
る
多

胎
育
児
は
、
時
間
・
体
力
・
経
済
力
の
全

て
に
お
い
て
単
胎
育
児
よ
り
も
負
担
が
か

か
り
、
産
後
う
つ
や
児
童
虐
待
数
が
２
・

５
倍
か
ら
４
倍
に
な
る
と
い
う
調
査
報
告

も
あ
り
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
な
い
多
胎

児
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

①
　
本
市
の
多
胎
児
を
抱
え
る
家
庭
の
状

況
は
。

②
　
妊
娠
期
の
多
胎
育
児
に
関
す
る
情
報

提
供
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

③
　
妊
娠
期
か
ら
育
児
期
に
及
ぶ
支
援
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
。

④
　
多
胎
育
児
を
す
る
た
め
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

①
　
多
く
の
方
は
長
め
の
里
帰
り
や
家
族

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
育
児
を
し
て
い

る
。

②
　
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
、
多
胎
育

児
サ
ー
ク
ル
や
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

等
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

妊
娠
後
期
に
は
保
健
師
が
家
庭
訪
問
し
、

具
体
的
な
説
明
や
今
後
の
相
談
を
行
っ
て

い
る
。

③
　
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
保
健
師
が

面
談
を
し
、
毎
月
の
支
援
会
議
で
は
、
育

児
困
難
者
の
情
報
共
有
や
支
援
方
法
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
定
期
的
に
電

話
相
談
や
家
庭
訪
問
を
継
続
し
、
育
児
状

況
や
必
要
に
応
じ
て
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
に

関
わ
る
家
族
を
含
め
た
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

④
　
関
係
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、
子
育

て
世
代
包
括
セ
ン
タ
ー
と
し
て
母
や
そ
の

家
族
を
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
体
制
を
維

持
し
、
ま
た
職
員
の
技
術
向
上
に
努
め

る
。

・
学
校
に
お
け
る
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
の
導
入

　
に
つ
い
て

　
公
文
書
等
の

　
Ｕ
Ｄ
推
進
と

　
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン

　
ト
の
導
入
に

　
つ
い
て

上
野
　雅
美
（
無
会
派
）

妊
娠
期
か
ら
の
多
胎
児
支
援
に
つ
い
て

市民健康市
民
健
康
部
次
長

　
新
聞
で
、
合
併
に
伴
う
歳
入
の
減
少
と

歳
出
の
増
加
か
ら
人
件
費
削
減
や
組
織
の

ス
リ
ム
化
な
ど
緊
急
の
財
政
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
他
市
の
事
例
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
。
本
市
に
お
い
て
は
愛
知
県
内
で
規

模
や
構
成
面
で
近
い
自
治
体
と
比
較
す
る

と
地
方
債
残
高
が
最
も
多
い
額
と
な
っ
て

い
る
。

　
見
通
し
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
財

政
調
整
基
金
も
減
少
し
て
お
り
、
地
方
債

の
発
行
も
抑
制
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
行
政
運
営
の
厳
し
さ
に
拍
車
が
か
か
る

こ
と
は
必
至
で
あ
る
が
、
地
方
債
残
高
の

現
況
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

　
平
成
30
年
度
決
算
に
お
け
る
の
地
方
債

残
高
の
う
ち
、
約
80
％
が
普
通
交
付
税
の

算
定
に
用
い
る
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入

さ
れ
、
合
併
に
よ
る
財
政
支
援
の
な
い
自

治
体
と
比
較
し
て
も
実
質
的
な
負
担
は
少

な
い
。

　
地
方
債
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

合
併
の
財
政
支
援
措
置
で
あ
る
合
併
特
例

債
を
優
先
し
て
活
用
し
、
さ
ら
に
活
用
期

間
を
５
年
間
延
長
す
る
な
ど
極
力
財
政
負

担
の
軽
減
を
図
っ
て
き
た
。
そ
の
他
の
起

債
で
も
で
き
る
限
り
交
付
税
措
置
の
あ
る

有
利
な
地
方
債
を
選
択
し
活
用
し
て
い
る

が
、
今
後
、
行
政
改
革
を
推
進
し
、
地
方

債
に
頼
ら
ず
将
来
に
負
担
を
残
す
こ
と
の

な
い
よ
う
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

・
署
名
活
動
を
通
じ
た
政
策
形
成
に
お
け

　
る
課
題
に
つ
い
て

・
職
員
の
命
を
守
り
抜
く
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

　
ン
ス
体
制
の
確
立
を

阿
部
　武
史
（
無
会
派
）

経
年
的
な
地
方
債
残
高
の
上
昇
に
つ
い
て

財　務財
務
部
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

多胎児支援事業 
さくらんぼタイム
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外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
来
日
間
も
な
い

児
童
生
徒
が
、
日
本
語
を
習
得
し
生
き
生

き
と
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
指
導
と
し

て
、

①
　
外
国
人
の
児
童
生
徒
数
は
。
ま
た
、

近
隣
市
町
と
の
比
較
、
現
場
の
声
は
。

②
　
児
童
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
指
導
を

行
っ
て
い
る
か
。

③
　
日
本
語
初
期
指
導
教
室
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る

か
。

④
　
学
習
支
援
、
生
活
適
応
支
援
充
実
の

た
め
、
県
か
ら
先
生
は
加
配
さ
れ
て
い
る

か
。

⑤
　
日
本
語
が
話
せ
な
い
保
護
者
へ
の
連

絡
方
法
な
ど
は
。

⑥
　
北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
が
行
っ

て
い
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
日
本

語
教
室
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

⑦
　
今
後
の
市
の
日
本
語
指
導
へ
の
取
組

と
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

①
　
令
和
元
年
度
学
校
基
本
調
査
で
は
、

小
学
校
51
人
、
中
学
校
21
人
で
あ
り
、
近

隣
よ
り
少
な
い
。
保
護
者
へ
の
通
知
、
連

絡
に
工
夫
し
て
い
る
。

②
　
教
員
の
個
別
指
導
や
国
際
交
流
協
会

に
よ
る
日
本
語
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

③
　
県
が
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
基

づ
い
て
指
導
し
て
い
る
。

④
　
師
勝
西
小
学
校
に
１
名
加
配
さ
れ
、

五
条
小
学
校
へ
も
巡
回
指
導
し
て
い
る
。

⑤
　
語
学
相
談
員
に
通
知
文
な
ど
の
翻
訳

を
依
頼
し
た
り
、
保
護
者
で
通
訳
が
で
き

る
方
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

⑥
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高

め
、
日
本
文
化
を
肌
で
感
じ
取
れ
る
よ

う
、
今
後
の
協
力
を
一
層
期
待
し
て
い

る
。

⑦
　
県
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を

最
大
限
活
用

す
る
こ
と
で

指
導
の
充
実

を
図
る
。 熊

澤
　真
澄
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
日
本
語
初
期
指
導

に
つ
い
て
　
　
　
　

教　育教
育
部
副
参
事

　
多
く
の
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
要
支

援
者
が
犠
牲
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
対
策
基
本
法
が
改

正
さ
れ
、
避
難
行
動
要
支
援
者
や
避
難
支

援
関
係
者
の
犠
牲
を
抑
え
る
た
め
の
取
組

指
針
が
作
成
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
現
在
、
本
市
で
行
わ
れ
て
い

る
避
難
誘
導
訓
練
で
は
、
要
支
援
者
の
役

に
扮
し
た
健
常
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
た

め
、
日
頃
か
ら
実
効
性
の
あ
る
訓
練
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
、

①
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
は
、
何

名
登
録
さ
れ
て
い
る
か
。

②
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
活
用
し

た
避
難
支
援
体
制
に
つ
い
て
の
計
画
は
。

③
　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
や
訓
練

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

①
　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
や
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は
２
級
の
方
、

要
介
護
４
又
は
５
の
方
な
ど
３
，
９
７
９

名
登
録
さ
れ
て
い
る
。

②
　
本
人
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
た
要
支
援

者
に
つ
い
て
は
、
地
域
支
援
者
に
名
簿
を

提
供
し
、
要
支
援
者
の
安
否
確
認
、
救
出

活
動
、
避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
計
画
で
あ

る
。

③
　
要
支
援
者
の
居
住
先
や
避
難
時
の
配

慮
事
項
を
記
載
し
た
個
別
計
画
の
作
成
、

地
区
防
災
計
画
の
作
成
支
援
、
来
年
度
の

総
合
防
災
訓
練
で
要
支
援
者
の
避
難
訓
練

な
ど
を
通
じ
て
実
効
性
の
検
証
を
行
う
。

清
水
　晃
治
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

避
難
誘
導
訓
練
に
つ
い
て

防災環境防
災
環
境
部
長

　
２
人
以
上
の
育
児
が
同
時
進
行
す
る
多

胎
育
児
は
、
時
間
・
体
力
・
経
済
力
の
全

て
に
お
い
て
単
胎
育
児
よ
り
も
負
担
が
か

か
り
、
産
後
う
つ
や
児
童
虐
待
数
が
２
・

５
倍
か
ら
４
倍
に
な
る
と
い
う
調
査
報
告

も
あ
り
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
な
い
多
胎

児
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

①
　
本
市
の
多
胎
児
を
抱
え
る
家
庭
の
状

況
は
。

②
　
妊
娠
期
の
多
胎
育
児
に
関
す
る
情
報

提
供
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

③
　
妊
娠
期
か
ら
育
児
期
に
及
ぶ
支
援
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
。

④
　
多
胎
育
児
を
す
る
た
め
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

①
　
多
く
の
方
は
長
め
の
里
帰
り
や
家
族

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
育
児
を
し
て
い

る
。

②
　
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
、
多
胎
育

児
サ
ー
ク
ル
や
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

等
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

妊
娠
後
期
に
は
保
健
師
が
家
庭
訪
問
し
、

具
体
的
な
説
明
や
今
後
の
相
談
を
行
っ
て

い
る
。

③
　
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
保
健
師
が

面
談
を
し
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毎
月
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支
援
会
議
で
は
、
育
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困
難
者
の
情
報
共
有
や
支
援
方
法
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
定
期
的
に
電

話
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談
や
家
庭
訪
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を
継
続
し
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育
児
状
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や
必
要
に
応
じ
て
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
に

関
わ
る
家
族
を
含
め
た
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

④
　
関
係
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、
子
育

て
世
代
包
括
セ
ン
タ
ー
と
し
て
母
や
そ
の

家
族
を
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
体
制
を
維

持
し
、
ま
た
職
員
の
技
術
向
上
に
努
め

る
。

・
学
校
に
お
け
る
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
の
導
入

　
に
つ
い
て

　
公
文
書
等
の

　
Ｕ
Ｄ
推
進
と

　
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン

　
ト
の
導
入
に

　
つ
い
て

上
野
　雅
美
（
無
会
派
）

妊
娠
期
か
ら
の
多
胎
児
支
援
に
つ
い
て

市民健康市
民
健
康
部
次
長
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合
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と

歳
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加
か
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ス
リ
ム
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緊
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政
対
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に
取
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他
市
の
事
例
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載
さ
れ
て

い
た
。
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規
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近
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地
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債
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最
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な
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い
る
。
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厳
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状
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財

政
調
整
基
金
も
減
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り
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地
方
債

の
発
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抑
制
的
に
行
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べ
き
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あ
る
。

　
行
政
運
営
の
厳
し
さ
に
拍
車
が
か
か
る

こ
と
は
必
至
で
あ
る
が
、
地
方
債
残
高
の

現
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市
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え
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。
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付
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。
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課
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守
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抜
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コ
ン
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ラ
イ
ア

　
ン
ス
体
制
の
確
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阿
部
　武
史
（
無
会
派
）

経
年
的
な
地
方
債
残
高
の
上
昇
に
つ
い
て

財　務財
務
部
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

多胎児支援事業 
さくらんぼタイム
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平成２７年のリニューアル以後、名古屋芸術大学の学生さんのお力
をお借りし、四季折々の素敵な表紙をお届けしてまいりました。本号
からは、学生さんが培ってきたものの集大成である卒業制作から、広
報委員会が厳選した作品を毎号表紙にしてご紹介します。これから
も議会だよりの表紙にご期待ください。

　北名古屋市議会では開かれた議会
への推進を図るため、議会だより
『きたしる』がスマートフォンのア
プリ【マチイロ】で閲覧できます。

注意事項
※アプリは無料で利用できますが、通信料がかか
　ります。
（通信機器のご利用プランごとに異なります。）
※アプリ画面上に表示される広告は、株式会社ホ
　ープが募集し掲載しているもので、その内容は
　北名古屋市議会とは関係ありません。

利用方法
１　下の二次元バーコードから、またはApp StoreやGoogle Playにて「マチイロ」と検索
　　して、アプリをダウンロードしてください。
２　インストールした後、性別、生年月日、お住いの地域などの個人設定を行ってください。

iOS版 Android版

一粒のやきもの
日常的に親しまれている“モノ”を違う素材に変えた時、人はど
う感じるのか。セラミックの質感であった時、どう見えるのか。
セラミックだから出来る質感と表現を服装飾品のボタンとしてデ
ザインしお伝え出来ればと思います。

表紙紹介 杉山　美紀さん
（名古屋芸術大学）

インターネットで議会の録画中継や議案の審議結果など様々な情報が見られます
ホームページはこちらから

北名古屋市議会

　是非、この機会に市民の皆様の
アクセスをお待ちしております。

※通信料等はご利用者負担となります。

検 索

　令和２年第１回定例会の本会議及び委員会の傍聴につきましては、新型
コロナウイルスの感染が拡大しているなか、お越しいただく皆様の健康を
守る観点から、できる限りお控えいただくようお願いをしておりました。
　ご協力いただきました皆様に深く感謝申し上げます。
　６月の第２回定例会の傍聴等につきましては、決定次第、市議会ホーム
ページ等で周知する予定です。
　引き続き、ご理解ご協力をお願いいたします。

　全国市議会議長会及び東海市議会議長会より、地方自治の発展
に尽力された功労により、本市議会から長瀬　悟康議員が表彰を受
けられました。
※長瀬悟康議員におかれましては、令和2年4月3日に
　ご逝去されました。謹んでご冥福をお祈りいたします。

市議会の傍聴について（お知らせ）

議会だよりがアプリで読めます。

　
体
験
型
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
近
年
の
消

費
傾
向
で
あ
る
モ
ノ
消
費
か
ら
コ
ト
消
費

と
い
う
ト
レ
ン
ド
を
と
ら
え
て
い
る
。
物

で
は
な
く
経
験
に
価
値
を
感
じ
る
消
費
傾

向
は
今
後
も
続
く
と
考
え
て
い
る
。
先

日
、
名
古
屋
芸
術
大
学
と
の
意
見
交
換
会

の
際
に
、
体
験
型
ふ
る
さ
と
納
税
で
地
域

を
盛
り
上
げ
た
い
と
の
思
い
を
頂
い
た
。

芸
術
大
学
な
ら
で
は
の
コ
ト
体
験
を
通
し

て
本
市
に
一
人
で
も
多
く
の
方
が
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
本
市
を
感
じ
て
も
ら
い
結

果
と
し
て
税
収
向
上
に
繋
が
れ
ば
と
思

う
。
名
古
屋
芸
術
大
学
と
条
件
面
を
調
整

し
、
早
急
に
体
験
型
ふ
る
さ
と
納
税
を
導

入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
体
験
型
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
実
際
に
足

を
運
び
、
本
市
の
魅
力
を
体
感
で
き
る
こ

と
か
ら
有
効
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
。
地

場
産
業
の
少
な
い
本
市
に
と
っ
て
は
力
を

入
れ
て
い
く
べ
き
分
野
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
名
古
屋
芸
術
大
学
と
ふ
る
さ
と
納

税
の
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
開
発
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
が
、
大
学
側

の
収
益
事
業
に
あ
た
る
と
い
う
条
件
面
を

ク
リ
ア
す
る
の
が
困
難
で
あ
り
、
実
現
に

は
至
っ
て
い
な
い
の
で
引
き
続
き
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
財
政
課
職
員

だ
け
で
な
く
、
他
の
多
く
の
職
員
の
知
恵

を
合
わ
せ
て
財
源
の
確
保
へ
と
繋
げ
て
い

き
た
い
。
併
せ
て
、
大
学
だ
け
で
な
く
他

の
事
業
者
様
と
の
体
験
型
ふ
る
さ
と
納
税

の
企
画
に
つ
い
て
も
進
め
て
い
き
た
い
。

梅
村
　真
史
（
無
会
派
）

体
験
型
ふ
る
さ
と
納
税
の
導
入
に
つ
い
て
　
　
　

財　務財
務
部
次
長

表紙が
変わりました

長瀬　悟康 議員
（議長４年以上）

議 員 表 彰 名古屋芸術大学
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６月１８日（木）

６月１９日（金）

６月２５日（木）

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

予算決算常任委員会

福祉教育常任委員会

建設常任委員会

総務常任委員会

鉄道連続立体交差事業等
検討特別委員会　　　　

本会議（最終日）

【請願書・陳情書の
提出について】
第２回定例会の審

査対象となる請願
書・陳情書の提出
期限は、５月２２日
(金)の午後５時 (予
定)です。詳しくは、
議会事務局までお
問い合わせくださ
い。
※新型コロナウイ

ルス感染拡大防止
の対応として、日程
が変更になる場合
がありますのでご了
承ください。
最新の情報は市

議会ホームページ、
または議会事務局ま
でご確認ください。

昨年度は改元や消費税増税等、社会的に大きな転換点がありました。議会だよりにお
きましても、１年間かけて内容、レイアウト、配色、表紙等ほぼ全てにリニューアルを
行ってまいりました。次号から議会だよりを作成する広報委員が変わりますが、今後も
市議会として開かれた議会の推進のため、より親しみやすく手に取っていただきやすい
広報誌を目指し、魅力的な紙面づくりを心がけてまいりますのでご期待ください。

北名古屋市議会だより vol.70

Sugiyama Miki
名古屋芸術大学 デザイン学科

2019年度 卒業制作

杉山 美紀

一粒のやきもの
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